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(2)　平成24年8月31日

大学図書館研究会・群馬県図書館協会専門研修
（群馬県大学図書館協議会・群馬県図書館協会　共催）

○平成２３年度第２回
テーマ：「図書館メディアとしての新聞　― その特性と活用 ―」
日　時：平成２４年３月８日（木）１３時３０分～１６時１５分
場　所：共愛学園前橋国際大学　１号館１１０１教室（チャペル）
参加者：２８名（大学図書館１７名、公共図書館８名、高校図書館３名）
講　演：「図書館メディアとしての新聞　― その特性と活用 ―」
　　　　㈳日本新聞協会　新聞教育文化部長兼NIE担当主管　長谷川　恵一　氏

研究会報告

会場の1号館遠景 長谷川講師 講演風景

図書館メディアとしての新聞　─その特性と活用─
㈳日本新聞協会　長谷川　恵一
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＜『図書館と学生との協働』アンケート＞結果
（実施日：H12.6.26 対象：21加盟大学等 回収率：71.4%）

【質問１】学生の業務サポートを実施していますか。

※職員の業務補助(アルバイト)として採用
※ 以前、夜間時間帯に学生アルバイトを活用していた
と聞いているが、現在は行っていない。

【質問２】学生サポーター導入の理由は何ですか。

・図書館利用活性化のため
・夜間開館防犯のため
※ 大学院の開設に伴う夜間開館時に、女性職員が１人にならないようにという学園側からの配慮から導入。

【質問３】採用形態はどのようなものですか。

・お礼(謝金)という形を取っている
【質問４】業務形態はどのようなものですか（人数、時間数、日(回)数 / 月）

【質問５】業務内容はどのようなものですか（複数選択可）

・開館・閉館業務
・防犯 / 館内清掃 / 閉館準備 / その他、雑務の補助 等
・書架整理
選書について
※夏休みに教職員と一緒に書店へ出向き、図書を選書。2009年より実施。

はい 6

いいえ 10

図書館の人手不足を補うため 4

学生支援のため 1

司書過程実習 0

その他 2

ボランティア(無料) 1

その他 1

4アルバイト(有料)

63%

はい
37%

いいえ

その他
17%

アルバイト
(有料)
67%

ボランティア
(無料)
16%

0 1 2 3 4 5

図書館の人手不足を補うため
学生支援のため
司書過程実習

その他

0 1 2 3 4 5 6

図書の修理

蔵書点検
配架
選書
その他

図書装備(請求ラベルなど）

目録登録(遡及を含む)

閲覧(貸出返却)

年

群馬医療福祉大学図書館 平日
/　2名の男子学生と契約（交替勤務）

群馬県立県民健康科学大学
附属図書館

・1～2日(回)数 / 月
※図書館員（正規職員×1、嘱託職員×2、臨時職員×1）とペアで土曜日に勤務 

群馬大学
総合情報メディアセンター図書館

8日(回)数 / 月
※各館6人ずつ、2人1組、平日：4時間、土日：8時間（日は本館のみ）

上武大学附属図書館 分館 1日(回)数 / 
※昨年度の選書ツアーの参加人数及び実施時間

高崎健康福祉大学図書館・分館
- -

※授業の合間を利用して1回1時間30分、週に2日以上できる学生

東洋大学附属図書館 板倉図書館
※平日は最多で2人で最大5時間（履修状況により人数・時間は異なる）、
土曜日は、午前・午後それぞれ１人ずつで4時間

※19：30 ～ 21：30 の2時間　
1人

3人

6人

22人

7人

2時間 / 日

6～8時間 / 日

4 or 8時間 / 日

3.5時間 / 日

閲覧(貸出返却) 3

図書装備(請求ラベルなど) 2

図書の修理 1

目録登録(遡及を含む) 0

蔵書点検 2

配架 5

選書 1

その他 3
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【質問６】学生の募集はどのように行ないましたか。

・学生アルバイトの推薦
・事務局推薦
・図書委員会による募集
・司書過程の授業で呼びかけ
教員推薦について
※専攻別の実習が多い大学なので、実習に影響が少ない新２年生から選出。
　 大学近隣で独り暮らしをしている学生を中心に、クラス担任等から推薦していただき、図書館サイ
ドで面接した後、学園サイドに報告。

【質問７】実施してみてお気づきの点、やってほしい業務内容などありますか。
■実習が多い大学なので、依頼できる学年・専攻が限られてしまう
■実習の都合上、継続して(２年以上)依頼ができないため、次に繋がらない
■夜間開館時の対応であるため、依頼できる業務が少ない
■カウンター越しより近くなるので、学生の動向が分かり易くなった
■短時間だと、なかなか作業を覚えてもらえず、毎回教えるのに手間がかかる
■学内だからか、学生の考え方が甘い（遅刻や勤務態度）
■図書館の守秘義務を守ってほしい
■ アンケート結果等を見ると参加者の満足度は高い。他の学生も学生選書に関心を寄せて、よく利用
している。ただ、学生たちが多忙なため（部活、アルバイト、ボランティア等）参加者の確保が難
しくなっている
■アルバイトではあっても大学職員の一人である自覚の欠如した学生が時々いる
■特に土日など、２人１組の調整がつかず職員が出勤しなければならない時が間々ある

※質問１で「いいえ」だった館への質問
【質問８】今後、学生サポーターの採用を予定していますか。

※ ボランティアとして協働できればよいと思うが、
具体的な検討はしていない。

【自由記述欄】「図書館と学生の協働」について自由にご記入ください。
■学生との協働を幅広く行えたらよいと思っているが、まだ緒についていない
■学生選書（選書ツアー）のみ、継続している
■図書の整理の際などは、ボランティアとして学生に協力してもらえると大変助かると思う
■働くという意識をしっかり持ってもらいたい
■ たとえば選書ツアーや企画展示など、学生と一緒に取り組むことにより、図書館に関心を持っても
らうきっかけや一助になればよいと考える
■ 以前は“図書館ボランティア”に名乗りを上げてくれる学生に図書整備や書架整理を依頼していた
が、授業科目としての「ボランティアⅠ・Ⅱ」のあり方が変化したため、“図書館ボランティア”自
体がなくなってしまった（ボランティア実施時間の確保が目的だったと思われる）
■ 図書館に興味を持って、自発的に空き時間にボランティアをしに来てくれていた時期は、学生と一
緒に運営している感じが強かったが、活動時間が昼ではなく夜になると依頼できる業務も異なり、
協働という感じではなくなってしまったように思う
■ボランティア活動に対し単位認定する科目（本学の「体験的科目」等）との連携も検討したい
■学生による学生図書委員会を設置。その主な業務はゼミ別に学生推薦図書を提示してもらい選定する

4

募集ポスター 3

ホームページ 1

教員推薦 2

その他

予定あり 0

予定なし 10

検討中 0 予定なし
100%

0 1 2 3 4 5

募集ポスター
ホームページ

教員推薦
その他
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　本協議会の事業のひとつ大学図書館研究会の開催も、平成６年の講演会「学術情報センターの
現状と今後」の開催以来、９/11、高崎健康福祉大学で開催される研究会で丁度25回を数えます。
本協議会も大学図書館研究会の開催を含めた事業展開により、今後も図書館職員皆様のスキル
アップにつながるような、カレントな話題を引き続き提供していけたらと思っております。

編　集　後　記

●「高頻度閲覧統計機能」の追加
　昨年12月、地域共同リポジトリAKAGIが構築されて以来、利用統計としては、システム（DSpace）
が提供する月次レポートとして、ログイン、検索などの処理毎の回数、20回以上閲覧されたアイテ
ム、などの統計データしか得られませんでしたが、この度、６/15に追加された標記機能により、
月別、資源タイプ別（コンテンツ種類別）（NII タイプ別）、アイテム別、コミュニティ別（参加機
関別）の利用統計（ダウンロード数）が利用可能となりました。

●統計用ログ・ファイルのコンバート
　「高頻度閲覧統計機能」では、2012年５月から７月までの統計しか取れませんでしたが、８/６、
８/７に行われた作業により、AKAGIへの再構築以前（GAIR）のログ・ファイルも含め、2010年
12月から2012年４月のデータが追加され、８月現在では、「2010年12月～2012年７月」の利用統計
が確認できます。

※ 統計の利用は、トップページ左側「アクセス状況」→「アイテム別高頻度ダウンロード文献」へ
とお進みください。

AKAGI News


